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（８）日野市役所周辺地区 
 

建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【公共】 

整備対象 ひの煉瓦ホール（市民会館） 事業主体 日野市 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 
ア．道路から入口に至る視覚障害者誘導用

ブロックの設置 
約２４ｍ 平成 24 年度 平成 28 年度 

イ．筆談器の設置 １個 平成 25 年度 平成 28 年度 

ウ．筆談できることを示す掲示 １箇所 平成 24 年度 平成 24 年度 

エ．障害をもつ方や高齢者、乳幼児連れの

方などへより良い対応をするための職

員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

・本庁舎の動線との整合を図る必要がある。 

事業実施位置図 

1【正面出入口】 
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建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【公共】 

整備対象 新選組のふるさと歴史館 事業主体 日野市 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 
ア．道路から出入口まで視覚障害者誘導用

ブロックの設置、輝度比の改善 
約２９ｍ 平成 26 年度 平成 27 年度 

イ．エレベーター設置を示す掲示と、エレ

ベーターまでの動線を確保 
― 平成 24 年度 平成 24 年度 

ウ．筆談器の設置 １個 平成 25 年度 平成 28 年度 

エ．筆談できることを示す掲示 １箇所 平成 24 年度 平成 24 年度 

オ．障害をもつ方や高齢者、乳幼児連れの

方などへより良い対応をするための職

員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

・当館の視覚障害者誘導用ブロックは、石材を点字用に削りだしているものを建築時に使用し

ている。輝度比を確保するために視覚障害者誘導用ブロックを変える場合、大規模工事が必

要。また、輝度比の確保は外観の景観イメージとの兼ね合いもあることから、検討が必要。 

事業実施位置図 

【正面入り口】 

   

現在、館外の一部と館内は、建築石を点字ブロックに削りだしたものを使用している。 

輝度比については、景観との兼ね合いなども検討し、色を塗るなどの対応を計画中。 

 

スロープ部分から道路までは、タイル埋

め込み式の点字ブロックのため、輝度比

をつける場合、タイル交換の大規模工事

になるため、上記と同じように景観との

兼ね合いなども検討し、色を塗るなどの

対応を計画中。 
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建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【公共】 

整備対象 市役所 事業主体 日野市 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 

ア．筆談器の設置 １個 平成 25 年度 平成 28 年度 

イ．筆談できることを示す掲示 １箇所 平成 24 年度 平成 24 年度 

ウ．障害をもつ方や高齢者、乳幼児連れの

方などへより良い対応をするための職

員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 
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建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【民間】 

整備対象 食品の店おおた 神明店 事業主体 食品の店おおた 神明店 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 

ア．視覚障害者誘導用ブロックの設置を検討 ― 平成 33 年度～ ― 

イ．だれでもトイレの設置を検討 ― 平成 33 年度～ ― 

ウ．車いす使用者用駐車場の設置を検討 ― 平成 33 年度～ ― 

エ．さまざまな障害をもつ方や高齢者、ベ

ビーカーを使用した方などへより良い

対応をするための従業員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

 

 

 

建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【民間】 

整備対象 ウェルパーク 日野神明店 事業主体 ウェルパーク 日野神明店 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 
ア．視覚障害者誘導用ブロックの設置を店舗

改築時に検討 
― 平成 33 年度～ ― 

イ．さまざまな障害をもつ方や高齢者、ベ

ビーカーを使用した方などへより良い

対応をするための従業員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

 

 

 

建築物特定事業（⑦日野市役所周辺地区）【民間】 

整備対象 日野神明郵便局 事業主体 日野神明郵便局 

事業内容 事業量 
実施予定期間 

着 手 完 了 

ア．視覚障害者誘導用ブロックの設置を検討 ― 平成 33 年度～ ― 

イ．車いす使用者用駐車場は、隣接する駐

車場関係者と相互利用について協議 
― 平成 33 年度～ ― 

ウ．さまざまな障害をもつ方や高齢者、ベ

ビーカーを使用した方などへより良い

対応をするための従業員教育の推進 
― 継続 

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

 

 


